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【研究の概要等】 

ヒトやマウスのゲノム遺伝子配列が明らかにされた21世紀は、ゲノムに秘められ

た無数の遺伝情報を一つ一つ個体の生理機能と結びつけることが生命科学研究の大

きな課題となっている。課題解決のためには、個体レベルで遺伝子を操作してその

機能を効率良く解析する手法の開発や、遺伝子を組換えた動物そのものが必要不可

欠である。そこで我々は、宿主ゲノムに効率良く遺伝子を組み込み、長期に安定し

て遺伝子発現できるレンチウイルス (LV) ベクターに着目した。これまでにLVベク

ターを受精卵に感染させれば従来法の10倍近い高効率で遺伝子導入マウスを作製で

きるLV-Tg法 (LV vector mediated TransGenesis) を開発している。本研究では、

LV-Tg法をRNAiなどと組み合わせて新しい遺伝子機能解析システムを構築するとと

もに、ランダム遺伝子破壊によりノックアウト (KO) マウスライブラリーを作製す

る。KOマウスライブラリーはバイオリソースとして広く生命科学研究者に提供する

が、我々はKOマウスの約１割で見られることが予想される生殖不全について重点的

に解析を進めることで、生殖のメカニズムを分子レベルで明らかにする。 

【当該研究から期待される成果】 

自ら開発したLV-Tg法を活用することで、他に類を見ない遺伝子機能解析システム

が構築できる。開発した手法は公開するとともに、作製したKOマウスライブラリー

は公的機関を通じて公開分与するので広く生命科学研究の進展に貢献できる。また

KOマウスは単なる遺伝子機能解析のための実験動物としてだけでなく、疾患モデル

として創薬研究への応用が期待される。特に我々が専門とする生殖メカニズムの研

究成果は、社会問題にもなっている不妊・不育の診断治療法開発に還元される。 
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【研究期間】 平成20年度－24年度 

【研究期間の配分（予定）額】 
     74,500,000 円 (直接経費) 

【ホームページアドレス】 
           http://kumikae01.gen-info.osaka-u.ac.jp/members/ikawa/index.htm  
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